
一般社団法人 茨城県建築士会 

令和 7 年度 第 4 回 まちづくり委員会 次第 

と き  令和 8 年 2 月 10 日（火） 午後 3：00～ 

ところ  水戸市笠原町 978-26 『茨城県市町村会館』 2 階 中会議室 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 委員長あいさつ 

４ 議 題 

  １） 会員増強運動について 

 

 

 

 

 

  ２） 過去の被災地の現状を探る街歩きの計画 

 

 

 

 

 

  ３） その他 

 

 

 

 

５ その他 

６ 閉 会 







合計 1,020 名

（賛助会員含む）
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常総市復興計画～５年間の取組み～

復興計画に掲げた全８９施策のうち，
計８１施策（９１.０％）について，様々
な事務事業を実施いたしました。
なお，各施策ごとに実施した（又は実

施している）事務事業を次ページ以降に
示します。

施策の実施状況

復興計画４つの柱

復興計画では，『川と向き合い，川と
ともに育ち，「住みたい」を大切にする
常総』という基本理念に基づき，常総市
が目指す復興の姿を４本の柱で示し，そ
れぞれの柱に基本姿勢が定められていま
す。

実施済み又は

実施中

91%

未実施

9%

茨城県建築士会




柱

目指す姿

重点目標 施策名 重点目標に対する事務事業

住まいの総合相談 ➀空家等バンク創設

空き家リニューアル促進 ➀空き店舗活用事業補助事業➁空き家・空き店舗調査業務➂空家等バンク活用支援補助金（リフォーム費用の一部補助）創設

身近な生活環境の充実
➀健幸クラウドシステム構築事業➁健幸クラウド活用による「市民の健康と幸せを実現するまちづくり」事業➂Smart Wellness City 首長研究会事業➃カーブミ
ラー・ガードレール・デリネーター・標識・外側線・グリーンライン設置及び撤去工事

医療機能充実
➀Smart Wellness City 首長研究会事業➁健幸クラウド活用による「市民の健康と幸せを実現するまちづくり」事業➂外国人に対する窓口業務での通訳及び行政
文書の翻訳業務

時代に即した公共施設の再整備 ➀公共施設白書・公共施設等総合管理計画の策定

生活再建相談 ➀水害による全壊世帯に対するみなし仮設住宅の提供／民間アパート借上➁被災者生活再建補助制度➂被災世帯生活支援相談業務➃地域の輪（絆）再生補助金

多世代同居・近居支援 ➀若年夫婦世帯若しくは子育て世帯及び三世代同居・近居支援助成金交付事業／いきいき住マイル支援補助金➁いきいき子育て住宅支援事業補助金

よそもの・わかもの定住支援
➀いきいき住マイル支援補助金➁第２のふるさと・いばらきプロジェクト推進事業／常総市体験ツアー➂つながる茨城チャレンジフィールドプロジェクト／モデ
ルコースの検討／サイクリングロードマップ作成

住宅ローン等優遇 ➀【フラット３５】子育て支援型

世代間交流の推進
➀市×良品計画×筑波大学による市営千代田団地コミュニティ再構築➁復興のシンボル：豊田城のサービスイノベーション／常総市歴史資料デジタルアーカイブ
／フリースペース設置➂豊田城改革プロジェクト～市民が自慢できる「お城」を目指して～／デジタルミュージアム化

国際交流の促進 ➀多文化理解講座／料理教室，国際交流サロンの運営➁花いっぱいプロジェクト

地元人材の国際化促進 ➀語学講座／ポルトガル語，英語，日本語教室の開催

市民価値共創イベント ➀常総鬼怒川花火大会及び市民の広場でのステージイベント

情報発信力改革
➀地域情報化促進のための公衆無線LAN（FREESPOT）サービスの提供／本庁舎・議会棟・石下庁舎・図書館➁GIS（茨城デジタルマップ）を活用した市関連地図情
報の市民への提供➂行政組織機構改革／秘書課・広報推進室の設置

未来を考える市民会議 ➀ファシリテーター養成講座

地域おこし協力隊など外部人材の導入 ➀茨城県内地域おこし協力隊及び担当職員による意見交換会・交流会

オリンピック・パラリンピックキャンプ地誘致 ➀キャンプ地誘致パンフレット作成事業

PPP・PFIの先進都市の実現
➀公共施設等マネジメントアドバイザー委託事業➁サウンディング型市場調査の実施➂トライアル・サウンディングの実施➃公共施設マネジメント民間提案制度
の導入⑤公共施設包括管理業務委託の導入➅児童クラブ指定管理者導入事業➆常総IC周辺整備事業／パートナー企業とのPPP官民連携事業

クラウドファンディングによる復興の促
進

➀ふるさと納税制度の充実➁義援金募金活動の推進

常総未来学の促進 ➀高大官連携常総まちづくり提案事業／ワークショップ事業運営委託➁茨城大学　国内実践教育演習

電子図書館及び常総アーカイブ
➀災害記録集「忘れない9.10」発刊➁講演の実施　（新任図書館長研修・図書館総合展・図書館地区別研修【関東甲信越静地区】で被災から復旧までの過程につ
いて講演）

永年公文書保管体制の整備 ➀永年公文書保管体制の整備

みらいにつなげる

力を合わせる

住み続けたい，に応える

戻りたい，住んでみたいを実現
する

ともに生き，絆を強める

市民がみな、常総のまちを愛し、人を愛し、明るい未来をイメージしている

きもち



柱

目指す姿

重点目標 施策名 重点目標に対する事務事業

市民のふれあい促進 ➀石下総合福祉センター運営➁母子・父子家庭の集い

地域包括ケアシステムの構築

➀家族介護慰労金➁介護保険利用料金助成扶助費➂休日・夜間高齢者総合相談窓口設置➃常総市在宅医療・介護連携支援センターの設置⑤在宅医療介護連携推進
協議会設置➅生活支援体制整備推進協議会（生活支援体制整備事業協議体）設置➆認知症施策推進協議会（常総市認知症初期集中支援チーム検討委員会）設置➇
認知症初期集中支援チーム活動開始➈地域ケア会議推進協議会設置➉地域の高齢者総合相談窓口設置⑪総合事業／介護予防の普及啓発・介護予防・生活支援サー
ビス等の提供⑫指定介護予防支援事業⑬包括的支援事業⑭在宅医療・介護連携推進事業⑮生活支援体制整備事業⑰認知症総合支援事業

小学校社会科副読本の活用 ➀小学校社会科副読本の活用／水害の記憶や災害に対する備えの追記

歴史展覧会 ➀地域交流センターでの水害の歴史パネル展示

「かわまち」の歴史教育 ➀地域交流センターでの水害の歴史パネル展示➁復興のシンボル：豊田城のサービスイノベーション／防災教育用立体模型及び投影用映像作成

水防学習館の設置
➀新設した大生公民館での防災学習の実施➁豊田城改革プロジェクト～市民が自慢できる「お城」を目指して～／デジタルミュージアム化（ヒストリーコレク
ションウォール（常総歴史絵巻）の設置）

河川クリーンプロジェクト ➀小貝川クリーン作戦の実施➁ボランティア団体等のごみ拾いに対するごみ袋提供及びごみ処理

河川敷・土手道散歩道の整備 ➀花いっぱいプロジェクト➁鬼怒川緊急対策プロジェクト＋１／常総市かわまちづくり事業➂鬼怒川・小貝川かわまちづくり推進協議会設置（沿川7市町）

拠点となる水辺公園の整備 ➀桜づつみ維持管理業務

水質浄化の推進 ➀河川水調査／鬼怒川・小貝川・飯沼川・東仁連川・八間堀川

健康イベントの実施 ➀鬼怒川サイクルフェスタ2019（市×下館河川事務所）➁小貝川堤防を利用したサイクリングイベント開催／鬼怒川サイクルフェスタと同時開催

新たなスポーツ・コンテンツづくり ➀鬼怒川サイクルフェスタ2019（市×下館河川事務所）／鬼怒川・小貝川堤防を活用したサイクリングイベントの企画開催

水害学習ツアー ➀地域ボランティア団体によるツアー実施

水害復興駅伝・マラソン大会 ➀常総市復興応援<絆>駅伝大会

復興プロスポーツイベントの誘致 ➀北海道日本ハムファイターズによる野球教室➁スポーツによる地方創生官民連携プラットフォーム設立

「映画を作ろう！」 ➀映画「自助論」作成支援

まちを学び，川に学ぶ

水害経験を資源に転じる

くらし

市民がみな、「川との共生」という原点に回帰し、常総だからこその日々の暮らしを堪能している

潤いのある市民生活をを取り戻
す

川を楽しみ，健康で幸せになる

水辺の安心と魅力を高める



柱

目指す姿

重点目標 施策名 重点目標に対する事務事業

避難施設・避難所の整備 ➀災害時情報伝達手段等の高度化事業による災害対策本部代替場所へのWｉｆｉ整備➁避難所となりうる民間企業との災害協定の推進

防災・避難拠点の形成
➀防災倉庫設置・防災資機材等の備蓄➁常総ＩＣ周辺整備事業／防災機能を含む道の駅整備の推進／防災道の駅への検討➂地域コミュニティの再構築と災害に強
い小さな拠点づくり事業／大生公民館

河川防災ステーションの整備 ➀既設水防倉庫への土のう袋備蓄

排水施設整備と広域排水計画の推進 ➀江連都市下水路浚渫（しゅんせつ）事業

土地利用計画の見直し ➀農業振興地域整備計画（除外・変更）

農業土地改良の促進 ➀県営畑地帯総合整備事業(鴻野山地区）➁三坂地区経営体育成基盤整備事業

コンパクトシティの実現 ➀立地適正化計画検討委員会設置／常総市立地適正化計画策定中

スマート交通システムの実証実験の導入 ➀交通事故ゼロ・防災減災機能を果たす安全安心なモビリティインフラの実装に関する筑波大学との共同研究（筑波大学へ職員を派遣）

地域防災計画・関連マニュアルの作成 ➀地域防災計画改訂➁業務継続計画（ＢＣＰ）策定➂各種災害業務マニュアル作成➃洪水ハザードマップ作成

自ら考え，行動できる防災教育
➀ふるさとまつり消防コーナー➁秋春季火災予防運動➂一人暮らし老人防火訪問➃防災訓練／緊急参集・災害対策本部の設置及び運営・図上訓練⑤鬼怒小貝水防
訓練➅消防出初式／幼稚園児による「防火の誓い」「火の用心の歌」の演技実施➆常総市小中学校一斉防災学習／防災ゲーム及び水害等想定の防災訓練➇防災士
育成事業➈地域防災協力員の委嘱➉常総市総合防災訓練⑪復興のシンボル：豊田城のサービスイノベーション／防災教育用立体模型及び投影用映像作成

災害情報システムの再整備
➀小型気象観測計の設置➁国と連携した洪水時情報伝達訓練➂茨城県と連携した防災図上訓練等➃タイムライン（鬼怒川・小貝川）策定⑤被災者支援システム導
入➅マイ・タイムライン検討会➆災害時情報伝達手段等の高度化事業➇防災行政無線の運用➈緊急通報システム設置事業➉住宅用火災警報器購入助成事業

まるごとまちごとハザードマップの作成 ➀電柱への洪水推定浸水深表示

中小企業・福祉事業所等の災害対応力向
上

➀要配慮者の避難施設として民間社会施設等を使用することに関する協定締結

➀常総市小中学校一斉防災学習／防災ゲーム及び水害等想定の防災訓練➁市教育研究会に特別委員会として「防災教育委員会」を設置➂筑波大学・茨城大学との
連携による防災教育➃河川事務所との協力連携による防災教育

➀「常総市小・中学校防災教育年間計画集」の作成➁各学校での防災・減災教育に関する授業づくり（児童生徒・地域と共に考え高める防災・減災意識）➂復興
のシンボル：豊田城のサービスイノベーション／防災教育用立体模型及び投影用映像作成

集会所（コミュニティ）機能の充実 ➀地元管理の集会施設整備事業

地域支え合いボランティアの育成 ➀ファシリテーター養成講座

共助体制の整備 ➀自主防災組織結成に向けた研修会➁自主防災会を対象としたＤＩＧ訓練➂自治区への加入促進

地域コミュニティの重点支援
➀自主防災会防災訓練指導・助言➁自主防災会補助金交付事業➂自治区への助成金交付➃地域コミュニティの再構築と災害に強い小さな拠点づくり事業／大生公
民館

近隣自治体との災害連携協定の推進 ➀広域避難計画の策定及び災害協定締結

民間との災害連携協定の推進 ➀民間企業との災害協定の締結

災害支援プロジェクトチームの常設 ➀職員ＯＢによる災害ボランティア行政支援隊の設立➁防災職員研修会の実施

公共交通の広域連携
➀常総線支援活性化協議会／マクラギを木製からコンクリート製に更新するための支援➁地域公共交通広域連携交通網の形成に関する調査➂地域公共広域連携事
業

友好都市の締結 ➀水害サミット・住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合「幸せリーグ」加盟による防災協定の研究・推進

市を越え支え合う連携づくり

丈夫なふるさとの基盤づくり

まもり

市民がみな、まさかに備え、いざという時に行動できる、常総ならではの「守り」の力を手にしている

地域で助け合うコミュニティづ
くり

日頃から減災のための人づくり
（防災先進都市の実現）

防災教育日本一の実現

安全でスマートな空間づくり



柱

目指す姿

重点目標 施策名 重点目標に対する事務事業

アグリサイエンスバレーの推進
➀圏央道常総IC周辺整備事業／アグリサイエンスバレー構想による土地区画整理事業・産業団地整備の推進や６次産業化に向けた事業化の推進（道の駅・大規模
施設園芸・観光農園）

産業・営農団地の整備
➀圏央道常総IC周辺整備事業／アグリ構想による市街化区域編入と土地区画整理事業・産業団地整備の推進➁圏央道常総IC周辺整備事業／アグリ構想による農地
エリアでの土地改良事業・営農団地の推進

防災機能を持つ「道の駅」の整備
➀行政組織機構改革／産業拠点整備課・道の駅整備推進室設置➁圏央道常総ＩＣ周辺整備事業／アグリ構想による６次産業化に向けた事業化の推進（道の駅整備
の推進）／防災道の駅の検討

市民参加型ミニマムショップの促進 ➀市民の広場での常総朝市の実施

地域農業戦略の策定と実施 ➀次世代農業研究会

中核的な農業者の育成 ➀認定農業者の会研修

農業従事者の定着支援 ➀農業振興事業／農業次世代人材投資資金➁がんばる農家応援事業➂新規就農者農地等賃貸料助成事業

農業経営基盤の強化
➀農業経営基盤強化資金利子補給金➁農業振興事業／農業経営基盤強化➂農地耕作条件改善／畦畔除去➃農地集積事業/機構集積協力金（農地中間管理事業）⑤県
営畑地帯総合整備事業費（鴻野山地区）➅荒廃農地等利用交付金の交付➆農地利用最適化推進委員による担い手への農地利用集積・集約化の推進

水田から畑作への転換，農産物の輸出支
援

➀がんばる農家応援事業➁圏央道常総IC周辺整備事業／アグリ構想による農地エリアでの事業化の推進（大規模施設園芸）

事業再開，継続への支援 ➀緊急対策融資保証料助成金➁緊急対策融資利子補給助成金

新たな事業展開等の支援 ➀常総創業・経営革新塾／創業支援セミナー

アグリ・テクノロジーの導入支援 ➀次世代農業EXPO（エクスポ）の視察研修

６次産業化・農商工連携の支援 ➀圏央道常総IC周辺整備事業／アグリサイエンスバレー構想による６次産業化の事業化推進（道の駅・大規模施設園芸・観光農園）

安全・安心な常総ブランドの確立と発信 ➀県内外での農産物PRイベント

グリーンツーリズムの推進 ➀水海道あすなろの里の運営➁圏央道常総ＩＣ周辺整備事業／アグリ構想による６次産業化の事業化推進（観光農園など）

常総発の食農の開発支援 ➀がんばる農家応援事業

グローバルにがんばる企業応援 ➀次世代農業研究会➁常総創業・経営革新塾／創業支援セミナー

アグリビジネスの雇用支援 ➀アグリビジネスフェアの視察研修

人材の育成支援 ➀常総創業・経営革新塾／創業支援セミナー➁「ビジネス支援コーナー」の充実

ベンチャー営農活動拠点の構築 ➀圏央道常総ＩＣ周辺整備事業／農地エリアでの事業化検討（チャレンジファームなど）

ほこり

市民がみな、常総の「強み」を理解し、力をあわせてさらなる発展を目指している

常総インターチェンジ周辺の食
農・防災拠点づくり

商工業を再建し，復興する

若者・後継者のネットワークづ
くりを支援する

農商工連携と世界展開を支援す
る

農業を再建し，復興する



2026年2月　わくわくセミナーのお知らせ

（一社)茨城県建築士会　女性委員会

女性委員長　

担当　

昨年度大好評のセミナーを聞き漏らした方も

さまざまに工夫した手法を学びたい方も

下記により具体的なご説明を頂きますので

奮ってご参加くださいませ。

日　時 ： 2026年3月4日（水）
～

会　場 ： 土浦市三中公民館１F　第2学習室

講　師 ： 安藤　邦廣先生

筑波大学名誉教授　高額博士

里山建築研究所　主宰

会　費 ： 無　料　（飲み物付き）　建築士会員以外の方は1,000円

※  参加申込みは、下記へＦＡＸ又はメールにて、2月24日（火）までにお願いします。

FAX： ０２９－３０５－０３３０

E-mail： ibashikai0329@nifty.com
☆ 事前準備について、ご質問がある方は、事務局までお問合せ下さい。☆

3月4日（水）の　わくわくセミナー　に　参加　します

支部名 お名前 CPD登録 有　・　無

当日の連絡先(携帯番号等）
資料準備の都合上、キャンセルされる方は事前にご連絡をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　

💛事前質疑受付中　（訊いてみたいことをご記入ください）

〒300-0843土浦市中村南4-8-14　TEL：029-843-1223

古民家の再生のとき　　　　　　

趣を残して現行法にを順守するには？　　　　　　　　

21:00

※　申込先　（一社）茨城県建築士会事務局　　（TEL：　０２９－３０５－０３２９）

19:00

記

大谷　美由紀

　　若栁　綾子

　　　　　　  　 『古民家の構造の成り立ちパートⅡ』
～昨年度大好評の第２弾～

茨城県建築士会


茨城県建築士会

















